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かかわらず、実際 642 年の宮室造営（日本書紀）や 722
年の入京乗馬許可（続日本紀）等に関しては、遠江と
駿河の間に境界が認められる。また、万葉集の東歌・
防人歌の方言分析の結果、遠江国の後舌母音と駿河国
の前舌母音に対照的な動きが見られる。東歌・防人歌
の所収は遠江以東であり、当時の参河方言を知る方法
はないが、参河・遠江間よりもむしろ遠江・駿河間に
一線を画する言語現象が認められる事実は注目に値す
る。 
第三報告者の竹尾利夫名古屋女子大学教授は、「参
河・遠江国と古代東海道」をテーマに、時代とともに
推移する東国（アヅマ）の範囲を問い、遠江以東の東
海道と信濃以東の東山道の歌を収める万葉集防人歌に
注目しながら論じた。その上で、古代東海道から分岐
して浜名湖北から遠江国へ入る本坂越えの「三河の二
見の道」（万葉集・持統太上天皇行幸に際しての高市黒
人の歌）の位置付けを行った。特に古代東国の範囲は
⑴足柄峠（駿河・相模国境）・碓氷峠（信濃・上野国境）
⑵遠江・信濃国以東⑶鈴鹿関・不破の関以東と文献に
より異なっており、道制下での国の所属についても時
代によって異同がある。⑴古事記⑵万葉集⑶日本書紀
の相違と位置付けの真意が問われる所以でもある。 
最後に、愛知大学飯塚准教授が歴史 GIS データベー
スの構築に向けて「明治期資料からみた三遠の河川舟
運」に関する報告を行った。明治中期陸軍参謀本部が
編纂した『徴発物件一覧表』（明治 23 年版マイクロフ
ィルム版・雄松堂フィルム出版）を資料に、物資や旅
客輸送を目的とする河川船舶の分析を通して、豊川・
天竜川流域を中心とする地域的特色を明確にした。「船
舶表」に基づく GIS データ・分布図は、天竜川流域や
豊川沿いのみならず、遠州灘や三河湾海岸部、浜名湖
岸に船舶定繋地があり船舶数も多いことを示しており、
歴史 GIS データベースの有効性と今後の歴史地理研究
の可能性を提示するものであった。 
 以上、2016 年度越境地域政策フォーラムの分科会
5「越境地域と歴史・文化」は、「東海道と越境」「東西
国境と東西文化」をコアとして各人が分析・考察を進
め、三遠南信地域を中心とする歴史文化の新たな知見
に基づく研究成果報告の場となった。今年度は特に古
代の三遠地域にスポットを当てるとともに、歴史 GIS
構築に向けての試案や三遠南信歴史文化 GIS データベ
ース・トライアルへの道が提示された点に特色があっ
た。発表者とともにコメンテーターも兼務いただいた
北川和秀教授の核心に迫る質問・感想・コメントによ
り、発表が客観化され深められるとともに視点を変え
ての位置づけも可能になった。古代は日本の東西国境
が推移した時代であり、その影響は現代の三遠南信地
域の経済や言語文化圏（境界）にまで及んでいる。も
ちろん古代より現代に至るまで人々は道を行き交い、
国境を越えて交流してきた。発表者が提示した資料は、
古代から中世にかけての国境の推移と交流の歴史を反
映しており、東西の政治経済・言語文化の境界が画一
的ではないばかりか、参河と遠江国の連続性を示して
いた。参加者も例年より多く、「東西国境・越境とは」
等の質問が寄せられ、会場は終始活気に満ちていた。
東国と西国の境界に位置した三遠南信地域の多様性が、
今日なおこの地域の豊かさを保障していること、また
東西越境の地ならではの三遠南信地域の歴史文化の独
自性や価値を見直すことのなかにこそ、歴史文化を基
軸とする越境地域政策の可能性が潜んでいることを確
認しつつ、盛会の内に分科会 5は終了した。 
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